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＊
三
位
一
体
の
改
革
と
は
何
か
、
な
ぜ
必
要
か

＊
潮
目
が
変
わ
り
、
経
済
は
正
常
化
し
つ
つ
あ
る

＊
入
口
と
出
口
が
違
う
経
済
政
策
の
問
題
点

＊
財
政
政
策
は
民
意
と
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
両
に
ら
み
に

＊
持
続
可
能
性
を
は
か
る
ド
ー
マ
ー
条
件

＊
メ
リ
ハ
リ
を
重
視
す
る
財
政
規
律
派

＊
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
な
い
財
政
赤
字
の
認
識

＊
日
本
が
欠
く
現
役
世
代
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

＊「
負
の
所
得
税
」
を
実
現
す
る
方
法

＊
日
本
は
急
激
な
シ
ョ
ッ
ク
は
避
け
る
が
痛
み
を
先
送
り

　

山
縣　

そ
れ
で
は
開
会
い
た
し
ま
す
。（
拍
手
）

　

本
日
は
、
石
橋
湛
山
賞
受
賞
記
念
講
演
会
と
し
ま
し

て
、
今
年
度
の
受
賞
者
、
一
橋
大
学
経
済
学
研
究
科
の

佐
藤
主
光
教
授
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

佐
藤
先
生
は
、
一
橋
大
学
経
済
学
部
を
ご
卒
業
後
、

一
橋
大
学
の
国
際
・
公
共
政
策
大
学
院
長
、
社
会
科
学

高
等
研
究
院
医
療
政
策
・
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
長
、
経

済
学
研
究
科
長
を
務
め
ら
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
政
府
の
税
制
調
査
会
委
員
な
ど
、
政
府

で
も
た
く
さ
ん
ご
発
言
を
な
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

本
日
は
、
ご
講
演
に
先
立
ち
ま
し
て
、
石
橋
湛
山
記

念
財
団
の
石
橋
省
三
代
表
理
事
か
ら
お
言
葉
を
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
石
橋
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

石
橋　

本
日
は
、
石
橋
湛
山
賞
の
受
賞
記
念
講
演
会

に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
授
賞
式
は
昨
年
の　

月
に
ご
ざ
い
ま
し
て
、
本

１１

日
は
経
済
倶
楽
部
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
定
期
講
演
会
の

１
回
を
拝
借
い
た
し
ま
し
て
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

石
橋
湛
山
賞
は
山
縣
理
事
長
も
最
終
選
考
委
員
の
お

一
人
な
の
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
選
考
基
準
が
ご
ざ
い
ま

す
。
最
終
選
考
委
員
会
の
議
長
と
し
て
は
、
啓
蒙
性
を

重
視
し
て
、
啓
蒙
的
な
書
物
を
な
る
べ
く
選
ん
で
い
る

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
は
衆
議
院
解
散
の
日
で
す

が
、
受
賞
作
と
な
っ
た
佐
藤
先
生
の
『
日
本
の
財
政
』

は
、
大
き
な
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
日
本
の
財
政
に
つ

き
ま
し
て
、
非
常
に
一
般
の
方
に
も
わ
か
り
や
す
く
書

か
れ
た
書
で
あ
り
、
今
回
の
石
橋
湛
山
賞
と
し
て
選
ば

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

佐藤　主光

５３　経済倶楽部講演録―２０２６．３


